
横河ソリューションサービスの

ミニマルファブワンストップソリューション

「半導体の生産には巨大な工場と巨額の設備投資が必要」「大量生産しないと採算が合わない」
そう思っていませんか？
オフィスフロアのような環境で、必要な個数を必要なときに作る……
そんな今までの常識を覆す新しい半導体生産システム、それが『ミニマルファブ』です。
横河ソリューションサービスは、お客様の求めに応じて、デバイス試作やプロセスの開発から、
設備の選定や導入、アフターサポートまでをトータルにケアするサービスを提供しています。
それが『ミニマルファブワンストップソリューション』です。



「ミニマルファブ」は、大量生産が当たり前だった従来
の半導体生産の常識にとらわれない、まったく新しい
コンセプトの生産システムです。
ここでは、ミニマルファブの特長をよくあらわす数字を
キーワードにして、ミニマルファブの基本的な知識を
ご紹介します。

オフィスフロア程度の
スペースにすべてが収まる

クリーンウェア不要

専用小型ケースで
ウェハを搬送

メガファブ

● オフィスフロア程度のスペースに十分収まる
● 最小限の資源消費
● 小さな半導体製造に適した小さな装置
● 設備投資額5～30億円
● 多品種少量・変種変量・単品種生産に最適
● クリーンルームレス

ミニマルファブ

家庭用100V電源で
駆動

装置のレイアウトを
柔軟に変更可能

半導体を１個単位で生産することができる多品種少量生産に
最適化された生産システム、それがミニマルファブです。
微粒子とガス分子の両方を同時に遮断する『局所クリーン化
技術』によってクリーンルームレスを実現し、工場建設に
かかる費用から生産の規模、原材料のコストや装置のサイズ
など、ファブ全体からプロセスにわたるさまざまな局面で、
「従来のメガファブの 1/1000」をキーワードに開発が

続けられてきました。この結果、広大な敷地と巨額の投資、大量の資源（電気、水）を必要とするメガファブに比べ、一般的なオフィス
フロア環境にすべてのプロセス装置が収まり、資源の消費などすべてがコンパクトなミニマルファブが生み出されました。

● 東京ドーム 4～10個分の広大な敷地
● 電気や水などの資源を大量に消費
● 直径 30cm の大きなウェハを用いた大きな設備
● 設備投資額 500～5,000億円
● 大量生産が大前提
● 大がかりなクリーンルームが必要

装置内を局所的にクリーン化
(クリーンルーム不要)

ミニマルファブの
基礎知識
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ミニマルファブの
各装置の筐体サイズ
は、ミニマル規格で
定められています。
プロセス工程が 異

なっていても、装置はすべて同じ大きさに統一されています。
装置の高さは1440mm。一般的な成人が装置の前に立つこと
を前提にして決められています。配置された装置を前にしたと
きに、タッチパネル画面の上部に掲示されたプロセス名が目に
入るので、どの装置で何のプロセスが行われるのか一目で
わかります。
圧迫感を与えない幅、小柄な人でも操作できるタッチパネル
画面の高さ……操作する人の使いやすさや親しみやすさを
考慮したヒューマンインターフェイスが、この筐体サイズに
込められています。

ミニマルファブでは、わずか1 個から
半導体を生産することが可能です。
大口径のウェハを使うメガファブでは、
1 枚のウェハから大量の半導体を作り
出さないと採算が合わないのに対し、
少量生産に最適化されたミニマルファブ
ではそうした問題はありません。
大量生産を前提とするメガファブでは実現
できなかった多品種少量生産のニーズに
応えるのがミニマルファブです。

ミニマルファブでは、直径
が0.5インチ（ハーフインチ）
のウェハを使用します。
従来のメガファブで使用する
12インチウェハに比べると、
非常に小さなサイズです。
ミニマルファブは、この小

さなウェハを用いることによって、わずか１個という最小単位
での半導体生産を実現しています。

ミニマルファブでは、プロ
セス工程ごとに 1 台の装置
が用意されており、装置間
のウェハ搬送を行うために
『ミニマルシャトル』という
専用の密閉搬送容器を使用
します。また、装置の共通
仕様として『局所クリーン化搬送システム：PLAD』を装備し、
ウェハを外部環境から完全に遮断しています。これにより、
クリーンルームもクリーンウェアも必要とせず、一般的な
オフィス環境でも半導体を作ることが可能です。
この 42mm の小さな容器『ミニマルシャトル』も、クリーン
ルームレスを実現する重要な要素の１つです。

ミニマルファブの各
プロセス装置は、一般的
な家庭用電源と同じ
AC100Vで動作します。
「必要なものを必要な
ときに必要な量だけ
使う」ことを基本コン

セプトとするミニマルファブでは、高いレベルで省エネ化を
実現しており、高周波出力やプラズマを発生させる電源も極め
て省電力です。また、必要なガスや薬液の消費量も極限まで
抑えられ、大がかりなユーティリティ設備を持つ工場ではなく、
オフィスや研究室レベルの施設でも導入が可能です。

250 μm

両面鏡面仕上げ

エッジは弾丸形状となる
ようにべべリング（面取り）

直径12.5 mm ±0.2 mm
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メガファブ ミニマルファブ

「ミニマル®」は、一般社団法人ミニマルファブ推進機構の登録商標です。

ミニマルファブの
シンボル

ミニマルファブの
ロゴ



ミニマルファブを必要とするお客様に
すべてのソリューションを提供

半導体業界で長年にわたって培ってきた経験と実績を背景に、
ミニマルファブを熟知したエンジニアが、お客様が必要とする
すべてのソリューションを提供します。

私たちにできること…ミニマルファブ・ワンストップソリューション

お客様YOKOGAWA

インテグレーション

● 売買一括契約
● ラボでのプロセス開発支援
● 導入設備の仕様調整
● 環境・法規対応

● 導入・立ち上げ
　 スケジュール立案・調整
● 導入時の立ち合い・検査・
　 備品供給

ファブインテグレーション

ファブインテグレーションの一例

デバイス試作・評価
横河ミニマル アプリケーションラボで、デバイスが実際に作り出される過程をお客様
ご自身の目で確認していただけます。マスクレス露光などミニマルファブの特長を活かして、
超短 TAT（ターンアラウンド・タイム）での試作を行うことが可能です。

プロセスサポート
●ファブ導入を目的としたトライアルでの試作・評価
●生産対象デバイスの要素プロセス開発・評価
●研究開発（R&D）用途での試作対応
●装置評価用サンプルウェハの製作
●ハイブリッドプロセスの提案

例 )
● 試作・評価の受託
 -当社プロセスエンジニアによる試作
● ファブの時間貸し
 -お客様が行う試作をサポート

アプリケーションラボを活用した提案

設置環境に応じたユーティリティ設備の検討、また実際 の運用シーンに合わせたレイアウト
の立案など、装置導入に関わる全ての準備から納入・設置まで、全面的にサポートいたします。

導入準備から施工までトータルケア

経験豊富なエンジニアがファブの構築に参加します。お客様ご自身で
多くの技術者を抱える必要はありません。
私たちにすべてお任せください。

経験豊富なエンジニアによる万全の導入支援

ミニマルファブは多品種少量市場をターゲットとするため、現在のラインナップには存在しない
装置を必要とするケースがあります。このような場合でも、長年にわたって培った豊富な
経験と業界でのコネクションを存分に活用して、要求に合った装置を短期間で提供します。

横河ソリューションサービスお客様が希望するファブ

顧客要求仕様

ミニマル装置の
概略仕様検討

装置メーカー探索
と装置の発注

完成品の検査
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たとえば
・蒸着装置
・マルチスパッタ装置
・有機エッチング装置

ラインナップされていない装置

技術支援：ラインナップにない装置の提供

横河ミニマルアプリケーションラボは、ミニマル
ファブの普及・発展や技術力の向上など、さまざまな
役割を担っています。
産業技術総合研究所（つくば）で十分に経験を
積んだエンジニアがラボに常駐し、日々装置と
向き合っています。ラボの運用において発生した
問題点やその改善策を装置メーカにフィード
バックすることで、更なる安定稼働の向上に
向けた活動にも取り組んでいます。

●実機展示、プロセス
　デモンストレーション

●デバイス試作・評価の実施

●社内外のエンジニア育成

●学生（大学・高等専門学校）の　
　教育

●ラボ運用の過程で発生した
　問題点のフィードバック
　による装置改善

●生産を視野に入れたファブ
　の安定稼働技術の確立

目的1 目的2 目的3

ミニマルファブの
普及・促進

産官学での共同開発 教育・トレーニング

「横河ミニマルアプリケーションラボ」の役割

導入後の運用や保守など、安心してお任せください。万全のサービス体制で支援します。また、
消耗品や予備品の提案と販売など、お客様の運用に合わせた細やかな対応を行います。

アフターサポート

半導体生産の過程で使用する危険物や毒物の保管・取り扱い・安全設備・関連法規
に関する相談や必要な機材の販売や施工 にも 対応 します。お客様ご自身で悩む必要は
ありません。まずは私たちにお問い合わせいただければ  大丈夫です。

取り扱いに関する
アドバイスも

おまかせください

必要な薬液はすべて
カートリッジタンクで
供給されるので安心・安全

法規制対策もお任せ

デバイス試作・評価

装置選定・仕様決め

搬入・据付・立上げ

施工管理

アフターサポート

研究開発

広報活動

● 保全計画の提案
● 消耗品の提供
● プロセスサポート
● 保守サポート

「ミニマルファブで何ができる？」
　お客様のアイデアをカタチにするために、
私たちがサポートします。

● 半導体メーカ

● ファンダリー
● セットメーカ
● 大学

メガファブ装置とミニマル装置を組み合わせた「ハイブリッドプロセス」を提案します。
現在、開発中のミニマル装置を既存のメガファブ装 置で補うほかに、すでに所有して
いるメガファブ装置を維持しながらプロセスの一 部にミニマル装置を導入するなど、
フレキシブルな組み合わせが可能です。
たとえば、ミニマルファブの特徴の１つであるマスクレス露光装置をリソグラフィー工程に
取り込むことで、既存の装置だけで試作を行うよりも、大幅に開発期間を短縮できます。

ハイブリッドプロセスの提案

0.5 - 4インチキャリア 0.5 - 2インチキャリア

例)イオン注入装置

● 搬入・設置支援
● 現地作業の取りまとめ
● 進捗管理
● 安全・品質管理

● 全体スケジュールの立案
● 装置仕様の確定・納期調整
● 設置レイアウトの検討
● 法規関連対応

● 要求内容のヒアリングとアドバイス
● デバイス試作・評価
● プロセスサポート
● 装置選定

すべて横河に
おまかせ!

導入・立上げ

ご提案

準備・計画サポート

「私たちにできることは何だろう？」YOKOGAWAは、いつも自らにこう問いかけています。
ミニマルファブがもたらす世界には無限の可能性があり、そのかかわりかたにはさまざまな選択肢が存在します。
お客様の要求に合った“新たな価値”を創出し、提案するのが横河ソリューションサービスの務めです。
お客様がイメージするアイデアを、ミニマルファブでどうカタチにするか ― 私たちの仕事はそこから始まります。



横河ソリューションサービス本社（武蔵野市）内にオープンした『横河ミニマルアプリケーションラボ』は、ミニマルファブを実際に
体感できる世界初のインキュベーションセンターです。約80㎡のスペースに数十台の装置が並ぶこのラボで、ミニマルファブを
実際に見て、触れて、使っていただくことができます。
また、デバイスの試作やプロセス開発などプロセスサポートを提供する場として利用するだけでなく、エンジニアのトレーニングや教育
などにもご活用いただけます。
半導体の知識がなくてもご安心ください。国立研究開発法人産業技術総合研究所で装置やプロセスの開発に携わったエンジニアがラボに
常駐し、お客様を徹底的にサポートいたします。
クリーンルームが不要なミニマルファブのリアルな環境を、ぜひご自身で体験してください。みなさまのお越しをお待ちしています。

横河ミニマルアプリケーションラボの紹介

地図

■電車でお越しの場合

完全予約制 お問い合わせ・ご予約は下記までお願いいたします。
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